
答
満
行
総
務
課

理
事

の
対
策
・
支
援
に
つ
い
て
お
答
え

く
だ
さ
い
。

　
例
え
ば
、
企
業
に
対
し
て
消
防

団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
導
入
の

検
討
、
学
生
に
対
し
て
就
職
活
動

用
の
推
薦
状
、
学
生
消
防
団
員
に

奨
学
金
の
支
給
、
女
性
消
防
団
員

の
加
入
促
進
、
退
職
消
防
団
員
に

よ
る
大
規
模
災
害
時
限
定
の
機
能

別
分
団
の
創
設
等
の
推
進
に
つ
い

て
の
お
考
え
は
。

　
４
月
１
日
か
ら
、

町
内
１
事
業
所
の
協

力
を
得
て
消
防
団
協

力
事
業
所
を
登
録
し

て
い
ま
す
が
、
入
札

参
加
資
格
の
加
点
や

報
奨
金
等
の
特
典
支

援
は
実
施
し
て
い
ま

せ
ん
。

　
学
生
消
防
団
員
に
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消
防
団
は
、
地
域
に
お
け
る
消

防
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
平

常
時
・
非
常
時
を
問
わ
ず
そ
の
地

域
に
密
着
し
、
住
民
の
安
心
安
全

を
守
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
消
防
団
員
は
年
々
減

少
し
、
団
員
確
保
に
苦
労
し
て
い

る
現
状
で
す
。
若
者
の
地
域
離
れ

が
進
み
、
今
後
も
こ
の
状
況
が
続

く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
団
員
確
保

現
状
維
持
で

問

防
災消

防
団
員
確
保
に
対
す
る
対
策
・
支
援
は

答弁中の中嶋町長

○ 「問」については、議員が提出した要約文のとおり掲載しており、
編集は行っていません。

ここが 聞 きた い！

対
す
る
奨
学
金
支
給

は
、
他
の
団
員
と
の

公
平
性
か
ら
考
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
就
職

活
動
の
た
め
の
推
薦

状
は
、
他
自
治
体
の

実
例
や
動
向
な
ど
、

情
報
収
集
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
女
性
消
防
団
員
は
多
岐
に
わ
た

り
活
動
の
場
が
あ
り
ま
す
が
、
実

際
の
火
災
現
場
で
は
、
後
方
支
援

が
メ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
須
恵
町
で
は
女
性
消

防
団
員
は
在
籍
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

ま
ず
は
、
役
場
庁
舎
の
女
性
職
員

（
約
40
人
）が
、
大
規
模
災
害
発
生

時
な
ど
有
事
の
際
に
、
災
害
対
策

本
部
で
後
方
支
援
活
動
を
行
う
体

制
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
自
衛
消
防
組
織
要
員
は
、
消
防

団
へ
の
加
入
よ
り
も
組
織
内
で
の

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
は
、
粕
屋
南
部
消

防
署
が
近
く
に
あ
り
、
消
防
団
の

現
状
を
み
て
も
、
有
事
の
際
に
人

が
い
な
い
、
出
動
で
き
な
い
な
ど

の
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
退

職
消
防
団
員
に
よ
る
機
能
別
分
団

創
設
の
必
要
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
小
中
学
校
に
お
け
る
消
防
防
災

ク
ラ
ブ
の
設
置
は
、
学
校
の
限
ら

れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
、
こ

れ
に
特
化
し
て
時
間
を
割
く
こ
と

は
難
し
く
、
設
置
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。
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言
動
も
わ
か
ら
ず
、
介
護
は
苦
労

の
連
続
で
共
倒
れ
の
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
本
町
の
３
人
に
１
人
は

60
歳
以
上
の
人
々
で
す
。
障
害
者

手
帳
の
周
知
徹
底
で
、
住
民
の
介

護
を
支
え
る
べ
き
で
す
。

　
認
知
症
の
全
て
の
人
が
障
害
者

手
帳
を
取
得
で
き
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
を
必
要
と
さ

れ
な
い
相
談
者
や
、

病
状
に
よ
っ
て
は
対

象
と
な
ら
な
い
人
も

い
ま
す
。

　
手
帳
を
申
請
さ
れ

る
人
は
、
病
院
か
ら

の
紹
介
で
来
庁
さ
れ

ま
す
が
、
窓
口
に
相

談
が
あ
っ
た
場
合
に

は『
障
が
い
者
福
祉
の

し
お
り
』等
で
丁
寧
に

説
明
を
し
て
い
ま
す
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
は
認
知
症
で
障

害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
を

知
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か
。
し
ん
ぶ

ん
赤
旗
で
は
認
知
症
の
人
は
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
取
る
こ

と
で
医
療
費・
社
会
保
障・
公
共
料

金
な
ど
の
免
除・
割
引・
助
成
な
ど

が
受
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と

報
じ
て
い
ま
す
。

　
人
間
性
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て

す
で
に
実
施
中

問

福
祉認

知
症
の
人
へ
の
障
害
者
手
帳
交
付
と

周
知
徹
底
は

　
本
町
は
福
岡
地
区
水
道
企
業
団

に
海
水
淡
水
化
施
設
建
設
事
業
費

４
０
８
億
円
の
う
ち
、
平
成
16
年

度
ま
で
に
２
億
１
４
０
０
万
円
を

出
資
金
と
し
て
支
出
し
て
い
ま

す
。
こ
の
海
水
淡
水
化
事
業
は
平

成
17
年
度
11
億
円
以
上
の
赤
字
を

出
し
、
平
成
28
年
度
の
累
積
赤
字

は
約
１
６
０
億
円
に
も
な
り
ま

す
。

　
水
道
用
水
供
給
事
業
は
、
筑
後

川
・
多
々
良
川
水
系
鳴
淵
ダ
ム
・
大

山
ダ
ム
で
充
分
供
給
で
き
ま
す
。

今
後
も
海
淡
事
業
を
継
続
の
見
通

し
と
し
て
お
り
、
本
年
度
検
討
中

間
と
り
ま
と
め
と
し
て
い
ま
す

が
、
赤
字
海
淡
事
業
は
廃
止
へ
。

　
海
水
淡
水
化
事
業
は
、
福
岡
地

域
広
域
的
水
道
整
備
計
画
の
中
に

位
置
づ
け
ら
れ
、
渇
水
対
策
の
た

め
な
ど
、
気
象
条
件
に
左
右
さ
れ

に
く
い
新
規
水
源
と
し
て
建
設
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
福
岡
導
水
の
異
常
時
や
工
事
な

ど
、
筑
後
川
か
ら
の
取
水
が
制
限

さ
れ
た
場
合
に
、
安
定
し
た
水
の

供
給
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
廃
止
を
提
案
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

　
ダ
ム
の
水
は
、
上
水
だ
け
で
な

く
農
業
用
水
等
に
も
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
福
岡
都
市
圏
で
は
、
筑
後

川
、
遠
賀
川
か
ら
水
を
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
へ
感
謝
し
、
渇
水
時

な
ど
の
予
備
水
と
し
て
も
自
前
の

水
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
海
水
淡

水
化
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問 渇
水
対
策
の
た
め
必
要

水
道

2

福
岡
地
区
水
道
企
業
団
の
赤
字
海
水

淡
水
化
事
業
は
廃
止
を
提
案
す
べ
き
で
は

答
小
林
健
康
福
祉
課
理
事

児玉 求  議員

○ 一般質問とは、議員が町長など執行機関に対し、町の行財政全般に
ついて疑問点をただし、報告や説明を求めることです。

一/般/質/問 ここが 聞 きた い！

答
石
井
上
下
水
道
課
理
事

答
中
嶋
町
長
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